
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年3月29日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2024年3月29日～2025年4月11日）
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▲2.90% ▲3.49%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202504_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

350.07 ▲2.01% 0.60%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）

1.36 0.18 ▲0.15 0.42

国内債券見通し

マーケットの動き（2025年4月7日～4月11日） 日本国債利回りの推移
（期間：2024年3月29日～2025年4月11日）

先週の国内債券市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。
週初は、日米株式市場の急落もあり相対的に安全資産である債券に買いが入りました
が、国内株式市場が急騰した場面では債券を売る動きが強まりました。その後も、ト
ランプ米大統領が相互関税の一部について90日間の停止を表明すると投資家心理は改
善され、リスク選好の動きから国内長期金利は上昇しました。
クレジット市場は、リスク回避の動きが広がったことを受け、軟化しました。

情報提供資料
2025年4月14日

投資環境見通し（2025年4月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
4月11日

国内長期金利はレンジ内で推移
日銀総裁は政策金利の据え置きを決定し、米国関税政策の動向と影響をはじめ、世界
景気や国内物価の動向を慎重に見極める姿勢を示しました。「低水準の実質金利」の
下で日銀は今後も賃金動向や物価情勢を注視しつつ利上げ姿勢を強めていますが、米
国関税政策を巡る先行き不透明感に加えて国内景気が鈍化するとの懸念もあります。
足元でみられた国内長期金利の上昇についてはドイツ長期金利の影響もあったとみら
れ、さらなる上昇は限定的で次第にレンジ内での動きになるとみています。
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